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起

今日の聖書の箇所は、一度読んで、これは大変だと思いました。果たしてうまく語れるだろうかと言う気持ちになりました。今日、この箇所で語られていることは霊についてです。しかも神の霊についてです。普通は、与えられた聖書の箇所を読んでいると、語るべきことがすぐに、頭に浮かんでくることが多くありました。ここではこれを語ろう、あそこではこのように言おうという具合です。ですが、今日の聖書の箇所では、それは全くありませんでした。今この文章を書いていても何を語るべきなのかまだ何も浮かんでいないのです。たぶん私には、まだ良く分からない世界なのだと思います。パウロの3節の言葉のように、私は恐れに取り付かれ、不安でした。それは、知恵によって語るものではなく、神の霊によって語るべきものだからです。それは私のものではなく、神様のものです。神様が与えてくださらなければ語ることの出来ない言葉です。単に知識を寄せ集めて、臆面も無く解説するだけならすぐにできるでしょう。ですが、ここで語られていることは、それとは反対のことだからです。自分が語ることを、自分がやっているかと言うことが問われる箇所です。どういう結果になるかは分かりませんが、ただ神様の霊の導きに委ねて、この箇所を学んで行きたいと思います。
承

パウロがコリントに来たのは、アテネでの宣教が失敗してからでした。どうして、パウロがアテネの宣教に失敗したかと言うと、アテネの洗練された哲学的な言葉や、弁舌に、影響され、流されて、その真似をしてしまったからです。いくら立派な言葉を使っても、いくら声を張り上げても、パウロはアテネの人々の心をつかむことは出来ませんでした。これはパウロにとって、今までにない経験でした。これまでは、パウロがイエスキリストの復活のこと、神様のことを語れば、必ず、多くの人々がその教えに導かれて、信仰へと入ったからでした。パウロはこのアテネでの宣教に失敗し、失意のままコリントにやってきました。コリントは比較的アテネの近くです。どうしてうまく行かなかったのだろうとパウロは考えたのだと思います。そして、イエスキリストの出来事を、自分の浅はかな考えで、アテネの人々の心をつかもうとして、知恵を使い、技巧を使い、哲学的な言葉を使ってそれを行おうとしたことが、神様の御心とは違っていたことがわかったのです。
そのように傷心した状態で、コリントにやってきた時、3節にあるように。
１コリ 2:3　そちらに行ったとき、わたしは衰弱していて、恐れに取りつかれ、ひどく不安でした。
と言う言葉で言い表されたのです。ですが、これは実はパウロのいつもの状態であると言う人もいます。パウロの人物描写では、コリントⅡ10章２－６：あなた方の間で面と向かっては弱腰だが、離れていると強硬な態度にでる、と思われている。また別の箇所では、手紙では重々しく力強いが、実際にあってみると弱々しい人で、話もつまらない。と言う風に表現されているのです。ですから、弱々しく不安な感じと言うのは比較的パウロの普通の状態だったかもしれません。でも、コリントについた時は、アテネでの失意があるので、とりわけ、弱々しく恐れに取り付かれ不安な状態だったかもしれません。
そしてこう言ったのです。1節と2節です。
１コリ 2:1　兄弟たち、わたしもそちらに行ったとき、神の秘められた計画を宣べ伝えるのに優れた言葉や知恵を用いませんでした。
１コリ 2:2　なぜなら、わたしはあなたがたの間で、イエス・キリスト、それも十字架につけられたキリスト以外、何も知るまいと心に決めていたからです。
パウロは、コリントに行った時、宣教の際に、優れた言葉や知恵を用いなかったと言っています。これはアテネの時の正反対なのです。アテネでは何とかアテネの人々を得ようとして、哲学的な言葉や知恵を使って、宣教したのに、かえって嘲笑される結果となってしまったからです。そしてその反省から、コリントでは、もう、優れた知恵や言葉を用いようとしませんでした。それは神様の御心ではないと思ったのです。そして、あなた方の間では、十字架に付けられたキリスト以外は何も知るまいと決心したと言うのです。宣教と言うことの意味を考えさせられます。伝道ということを教えられます。神を伝えるのに、優れた知恵や言葉が必要なのではありません。どのように話したらよいか、などと考える必要もないのです。こんなことを言ったら、笑われるか、と恐れることも無いのです。ただ、事実だけを語ればいいのです。イエスキリストが、私に何をしてくださったのか。十字架のキリストが、どうして私の救いになったのか。ただそれだけでいいのです。後は、神様がその人々を導いてくれます。議論は必要ないのです。言い負かす必要は無いのです。聖霊に委ねるだけです。パウロはその原点に帰りました。そして決心したのです。優れた知恵や言葉を用いて宣教しようとすることはやめよう。イエスキリスト以外は知らなくてもいい。そのように決心したのです。教会にはいろいろと人間関係やら、金銭問題やら、諸般の事情が複雑にあったと思います。ですが、パウロはもう、十字架のイエスキリスト以外は知らなくてもいい、と決心したのです。私たちもまた、これに見習うべきかもしれません。余計なことに、心を惑わされてはいけないのかもしれません。パウロは、自分の知恵や力によらずに、宣教することを決心し、こう言いました。4節と5節です。
１コリ 2:4　わたしの言葉もわたしの宣教も、知恵にあふれた言葉によらず、“霊”と力の証明によるものでした。
１コリ 2:5　それは、あなたがたが人の知恵によってではなく、神の力によって信じるようになるためでした。
人の知恵によってではなく、神の力によって信じるようになること。それがパウロが得た教訓でした。このことを行うために、パウロはどれだけ祈ったでしょうか。神の力によって信じるようになることが、本当に、その人の内に、信仰が与えられるのを、パウロは見たのだと思います。
転
ですが一転して、パウロは、知恵を語ることを言います。それは神秘としての神の知恵であり、神が私たちに栄光を与えるための知恵なのです。パウロが先ほどまで知恵に溢れた言葉で語らないと言っていたのは、信仰に入ろうとしている人々に対してなのです。そのような、まだ、飲み下せない信仰者に対しては、知恵によらず、霊と力の証明によるもので神を伝えたのでした。ですがパウロは、信仰に成熟した人たちの間では違うと言います。6節と7節です。
１コリ 2:6　しかし、わたしたちは、信仰に成熟した人たちの間では知恵を語ります。それはこの世の知恵ではなく、また、この世の滅びゆく支配者たちの知恵でもありません。
１コリ 2:7　わたしたちが語るのは、隠されていた、神秘としての神の知恵であり、神がわたしたちに栄光を与えるために、世界の始まる前から定めておられたものです。
パウロは、信仰に成熟した人たちの間では、隠されていた、神秘としての神の知恵を語ると言います。それはこの世の知恵ではなく、この世の滅び行く支配者達の知恵でもないと言います。信仰と言うのは、外側から見ただけでは決して分かりません。その信仰の中に飛び込んで、信じてみて初めて分かる世界です。ですから、私たちが、ほかの宗教のことを外から見ただけで批判してはいけないのです。中に入ってみなければ分からないからです。聖餐のパンとブドウは、外側から見ているものにとってはただのパンとブドウです。ですが、信仰の内側に入ったものにとってはイエスキリストの血と肉による贖いであり、罪の許しです。ですから、洗礼を受けたものでないと聖餐を受けられないと言うことがでてきます。パウロは、信仰の中にまだ入っていないものに対しては、知恵を語ることをせず、霊と力の証しによって話をしました。ですが、信仰に入って、イエスキリストに結ばれた人々に対しては知恵を語るのです。隠されていた、神秘としての神の知恵を語るのです。パウロは、コリントの人々に対し、この手紙で、神秘としての神の知恵を語るにはその信仰がまだ成熟していないと言っているのです。信仰には、まだまだ深い神の知恵があるが、あなたたちにはまだそれは早すぎると言っているのです。それを話しても、アテネで起こったようにそれを受け入れることができないで、吐き捨てることになるからです。ですからパウロは1節にある様に、
１コリ 2:1　兄弟たち、わたしもそちらに行ったとき、神の秘められた計画を宣べ伝えるのに優れた言葉や知恵を用いませんでした。
もしかすると、コリントの人々は、自分達がこのように混乱しているのは、パウロがもっと正しい深い信仰の意味を語ってくれないからだと思っていたのかもしれません。ペトロやアポロは詳しい話をいろいろしてくれたのに、パウロはイエスの十字架と復活のことしか言わないと思ったかもしれません。そのような思いを反映しているのか、パウロはなぜ、コリントの人々に、優れた言葉や知恵によって語らなかったのか、もっと詳しく教えなかったのかを説明します。それは、霊的なものだけが霊的なものを理解することが出来るため、と言うことになります。すなわち、コリントの人々は、まだ霊的なものを理解できないでいるということになるのです。8節から10節ではこう言っています。
１コリ 2:8　この世の支配者たちはだれ一人、この知恵を理解しませんでした。もし理解していたら、栄光の主を十字架につけはしなかったでしょう。
１コリ 2:9　しかし、このことは、／「目が見もせず、耳が聞きもせず、／人の心に思い浮かびもしなかったことを、／神は御自分を愛する者たちに準備された」と書いてあるとおりです。
１コリ 2:10　わたしたちには、神が“霊”によってそのことを明らかに示してくださいました。“霊”は一切のことを、神の深みさえも究めます。
パウロは、この世の支配者達は誰一人この知恵を理解しませんでしたと言いました。この知恵とは霊の知恵です。自分のほうが優れている、自分のほうが正しいと思いたがるのは、この世の支配者になりたがることです。コリントの教会の人々もまた、この世の支配者になりたがっていたのです。ですが、この世の支配者達は誰一人、この知恵を理解しませんでした。と言って、暗にコリントの人々をも批判しているのです。もし理解していたら、栄光の主を十字架に付けはしなかったでしょう、と言っているのは、このことを理解していないコリントの信徒は主を十字架につけているのと同じだと言っているのかもしれません。
ですが、この神秘を神は、愛するもの達に準備され、神が霊によってそのことを明らかに示してくださいました。とパウロは言っています。その神秘は確かにあり、神に愛されるものに与えられていると言うことをコリントの信徒に教えたのです。そしてその根拠をこういいます。11節から14節です。

１コリ 2:11　人の内にある霊以外に、いったいだれが、人のことを知るでしょうか。同じように、神の霊以外に神のことを知る者はいません。
１コリ 2:12　わたしたちは、世の霊ではなく、神からの霊を受けました。それでわたしたちは、神から恵みとして与えられたものを知るようになったのです。
１コリ 2:13　そして、わたしたちがこれについて語るのも、人の知恵に教えられた言葉によるのではなく、“霊”に教えられた言葉によっています。つまり、霊的なものによって霊的なことを説明するのです。
１コリ 2:14　自然の人は神の霊に属する事柄を受け入れません。その人にとって、それは愚かなことであり、理解できないのです。霊によって初めて判断できるからです。
信仰に成熟した人たちに語られる、隠されていた神秘としての神の知恵は、神様が霊によってそのことを明らかに示してくださるものだとパウロは言いました。この霊は一切のことを、神の深みさえも極めるものだと言っています。神の霊以外に神を知るものはいないからです。パウロは更に言います。成熟した信仰者たちは、その神の霊を受けたのです。それによって、神から恵として受けたものを知るようになったと言っています。神様の霊によって、私たちは、この隠された神の神秘を知るようになったということです。ですからこのことを語るのも、神の霊に教えられた言葉によって語っているのです。つまり霊的なものによって霊的なものを説明するのですと言っています。これは大切なことです、誰も、本当には私達の心の内を覗くことが出来ません。自分でさえそうなのです。人のことはその内にある霊しか知らないのです。それと同じように、神様のことは神様の霊しか知らないのです。その神様の霊によって、私たちはほんの少し神様のことを知るだけです。ところが、まだそこまで至らない自然の人、すなわちコリントの信徒のような人々は神の霊に属する事柄を受け入れることができないのだと言っているのです。神の霊に属することを、愚かなこと理解できないことと思ってしまいます。それらは霊によって初めて知るものだからです。最後にパウロはこういいます。15節と16節です。
１コリ 2:15　霊の人は一切を判断しますが、その人自身はだれからも判断されたりしません。
１コリ 2:16　「だれが主の思いを知り、／主を教えるというのか。」しかし、わたしたちはキリストの思いを抱いています。
霊の人とは、キリストの思いを持っている人のことです。15節で言っている判断すると言う言葉は法廷での審判、判定のことだそうです。ですから、これは霊の人、すなわちキリストの思いを持っている人は、一切のことを正しく判定することが出来、人から判定されることはない。と言うことになります。主の思いを知るものは主の思いを抱いているものであり、主を教えるものも主の思いを抱いているものであると言うことです。すなわち、主の思いを抱いて主と供にあるものこそ、霊の人であり、隠された神の神秘を知るものになると言うことです。
結

この2章で、パウロが教えていることは二つあります。一つは、まだ信仰の外にある人々に対しては、知恵の言葉によらないで、証しによって神様を伝えることに決心したと言うことです。もう一つは成熟した信仰者に対しては神の霊による知恵を語ると言うことです。成熟した信仰者、すなわち、霊の人、すなわち主の思いを抱いて主と供にある人はその神の霊による知恵を理解できるけれども、自然の人、まだ成熟していない信仰者、すなわちコリントの信者達は、神の霊に属する事柄を受け入れないと言うことなのです。
さて、教会で問題を起こしてしまった私たちは、成熟した信仰者であったのでしょうか。霊の人であったのでしょうか。それを問い直される聖書の箇所かもしれません。
（一分間の黙想）

（祈り）

天の父なる神様、神様のことはただ神の霊によって知ることが出来ることを教えられました。それは主の思いを抱いて、主と供にあることです。神様のことは目に見えるものではありません。その霊の世界を信じて、成熟した信仰者として歩んでいけますように導いてください。このコリントでの出来事、騒動が、私たちが起こした騒動と重なってくるところがあります。心が痛むところがあります。ですが神様、どうか謙遜な思いを持って、神様の霊によってその御言葉を聞き取ることが出来ますように導いてください。
世の中はいろいろ便利になってきておりますが、私にはなぜか世の中がヒステリックになっているような気がします。何かの拍子に暴走してしまいそうな気がします。神様、どうか、世界が、人類が、心の大切さを失わず、何時までも平和に歩んでいくことが出来ますように導いてください。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◇コリントの信徒への手紙一
◆十字架につけられたキリストを宣べ伝える
１コリ 2:1　兄弟たち、わたしもそちらに行ったとき、神の秘められた計画を宣べ伝えるのに優れた言葉や知恵を用いませんでした。
１コリ 2:2　なぜなら、わたしはあなたがたの間で、イエス・キリスト、それも十字架につけられたキリスト以外、何も知るまいと心に決めていたからです。
１コリ 2:3　そちらに行ったとき、わたしは衰弱していて、恐れに取りつかれ、ひどく不安でした。
１コリ 2:4　わたしの言葉もわたしの宣教も、知恵にあふれた言葉によらず、“霊”と力の証明によるものでした。
１コリ 2:5　それは、あなたがたが人の知恵によってではなく、神の力によって信じるようになるためでした。
◆神の霊による啓示
１コリ 2:6　しかし、わたしたちは、信仰に成熟した人たちの間では知恵を語ります。それはこの世の知恵ではなく、また、この世の滅びゆく支配者たちの知恵でもありません。
１コリ 2:7　わたしたちが語るのは、隠されていた、神秘としての神の知恵であり、神がわたしたちに栄光を与えるために、世界の始まる前から定めておられたものです。
１コリ 2:8　この世の支配者たちはだれ一人、この知恵を理解しませんでした。もし理解していたら、栄光の主を十字架につけはしなかったでしょう。
１コリ 2:9　しかし、このことは、／「目が見もせず、耳が聞きもせず、／人の心に思い浮かびもしなかったことを、／神は御自分を愛する者たちに準備された」と書いてあるとおりです。
１コリ 2:10　わたしたちには、神が“霊”によってそのことを明らかに示してくださいました。“霊”は一切のことを、神の深みさえも究めます。
１コリ 2:11　人の内にある霊以外に、いったいだれが、人のことを知るでしょうか。同じように、神の霊以外に神のことを知る者はいません。
１コリ 2:12　わたしたちは、世の霊ではなく、神からの霊を受けました。それでわたしたちは、神から恵みとして与えられたものを知るようになったのです。
１コリ 2:13　そして、わたしたちがこれについて語るのも、人の知恵に教えられた言葉によるのではなく、“霊”に教えられた言葉によっています。つまり、霊的なものによって霊的なことを説明するのです。
１コリ 2:14　自然の人は神の霊に属する事柄を受け入れません。その人にとって、それは愚かなことであり、理解できないのです。霊によって初めて判断できるからです。
１コリ 2:15　霊の人は一切を判断しますが、その人自身はだれからも判断されたりしません。
１コリ 2:16　「だれが主の思いを知り、／主を教えるというのか。」しかし、わたしたちはキリストの思いを抱いています。
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